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建
設
は
３
年
ぶ
り
上
昇

か
な
で
ん（
秋
田
県
鹿
角
市
）

発
行
額
は
３
０
０
０
万
円

　

か
な
で
ん
（
秋
田
県
鹿
角
市　

金
澤
宗
芳
代
表
取
締
役
）
は
、

秋
田
銀
行
か
ら
「『
あ
き
ぎ
ん
』

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
応
援
私
募
債
」
を
発

行
し
た
。

　

発
行
額
は
３
０
０
０
万
円

で
、
期
間
は
７
年
。

齋
藤
市
長
（
右
）
と
渡
邉
学
長

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
の
モ
ニ
タ
ー

現
実
と
仮
想
空
間
の
両
方
で
現
場
を
確
認

送
り
出
し
の
様
子

流
域
治
水
の
本
格
実
践
へ
国 交 省

特
定
都
市
河
川
を
推
進

日　建　連

けんせつ小町サミット

22日にオンライン開催

宮城県石巻市、東北工大

包 括 協 定 の 締 結 式

まちづくりなどで相互連携

　

東
北
地
方
整
備
局
が
、
仙
台
市
で
進
め
る
国
道
４
号
仙

台
拡
幅
事
業
の
一
環
「
箱
堤
交
差
点
立
体
化
工
事
」
の
現

場
で
２
日
、
高
架
橋
の
架
設
作
業
が
行
わ
れ
た
。
上
部
工

を
担
当
す
る
高
田
機
工
が
計
画
段
階
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
て
完
成
イ
メ
ー
ジ
や
施
工
状
態
を
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
可

視
化
す
る
な
ど
、
迅
速
か
つ
正
確
な
施
工
を
展
開
。
大
勢

が
見
守
る
中
、
送
り
出
し
工
法
で
、
一
夜
に
し
て
国
内
最

大
級
の
交
差
点
に
巨
大
な
鋼
橋
が
架
か
っ
た
。

　

日
本
建
設
業
連
合
会
は
、
全

国
の
け
ん
せ
つ
小
町
チ
ー
ム
が

交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
け
ん
せ

つ
小
町
サ
ミ
ッ
ト
」
を
22
日
に

　

宮
城
県
石
巻
市
と
東
北
工
業

大
学
（
渡
邉
浩
文
学
長
）
は
、

景
観
、
町
並
み
保
全
お
よ
び
ま

ち
づ
く
り
に
関
す
る
事
項
な
ど

　

国
土
交
通
省
は
、
流
域
治
水

の
本
格
的
な
実
践
に
向
け
、
特

定
都
市
河
川
の
指
定
を
進
め
る

こ
と
や
、
新
た
な
広
報
・
普
及

活
動
を
展
開
す
る
こ
と
な
ど
を

関
係
省
庁
と
申
し
合
わ
せ
た
。

　

特
定
都
市
河
川
に
指
定
さ
れ

た
流
域
で
は
、
雨
水
貯
留
施
設

の
整
備
な
ど
で
国
庫
補
助
や
固

定
資
産
税
の
優
遇
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
特
定
都
市
河
川
は
、
２
０

０
４
年
に
施
行
し
た
特
定
都
市

河
川
浸
水
対
策
法
に
基
づ
く
も

の
。
21
年
に
流
域
治
水
関
連
法

と
し
て
改
正
し
、
都
市
部
に

限
っ
て
い
た
指
定
要
件
を
全
国

の
河
川
に
拡
大
。
狭
窄
（
き
ょ

う
さ
く
）
部
で
河
道
整
備
が
困

難
だ
っ
た
り
、
本
川
か
ら
の

バ
ッ
ク
ウ
オ
ー
タ
ー
な
ど
が
想

定
さ
れ
る
河
川
を
対
象
に
加
え

た
。

　

法
改
正
後
に
奈
良
県
の
大
和

川
、
広
島
県
の
江
の
川
と
本
川

な
ど
を
指
定
し
た
。
現
在
、
三

重
県
の
中
村
川
、
佐
賀
県
の
六

　

国
道
４
号
仙
台
拡
幅
は
、
交

通
混
雑
の
緩
和
や
交
通
安
全
の

確
保
が
目
的
。
１
９
８
９
年
か

ら
仙
台
市
宮
城
野
区
苦
竹
Ｉ
Ｃ

～
山
崎
交
差
点
間
の
延
長
２
・

８
㌔
㍍
、
２
０
０
６
年
度
か
ら

山
崎
交
差
点
～
鶴
ケ
谷
交
差
点

間
の
延
長
１
・
８
㌔
㍍
を
対
象

に
６
車
線
化
事
業
を
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
07
年
、
20
年
に
完
成
し

た
。
19
年
度
か
ら
は
、
慢
性
的

な
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
国
内

最
大
級
の
交
差
点
「
箱
堤
交
差

点
」
の
立
体
化
工
事
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

立
体
化
工
事
は
、
国
道
４
号

の
卸
町
交
差
点
～
苦
竹
Ｉ
Ｃ
間

約
１
・
４
㌔
㍍
の
中
央
分
離
帯

部
分
に
高
架
橋
を
構
築
。
下
部

工
は
、
橋
本
店
（
南
側
）
と
後

藤
工
業
（
北
側
）
が
施
工
し
た
。

高
架
橋
は
橋
長
２
８
５
㍍
の
鋼

５
径
間
連
続
橋
（
４
車
線
）
で

支
間
長
は
48
㍍
、
61
㍍
、
65

㍍
、
61
㍍
、
48
㍍
。
最
大
支
間

長
と
な
る
Ｐ
２
～
Ｐ
３
橋
脚
間

で
箱
堤
交
差
点
を
跨
ぐ
こ
と
か

行
っ
て
き
た
両
者
が
、
こ

の
ほ
ど
市
内
全
域
を
対
象

と
す
る
全
面
的
な
連
携
協

力
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

市
と
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ

有
す
る
資
源
を
積
極
的
に

活
用
し
、
相
互
に
連
携
・

協
力
す
る
こ
と
で
、
相
互

の
人
材
育
成
と
地
域
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
が
目
的
。

　

連
携
事
項
は
▽
地
域
の

観
光
資
源
を
活
用
し
た
地

域
活
性
化
▽
景
観
、
町
並

㍍
を
送
り
出
し
た
。
現

在
は
、
橋
脚
か
ら
約
30

㌢
㍍
ほ
ど
浮
い
て
い
る

状
態
で
、
21
日
の
夜
間

に
降
下
作
業
を
行
う
。

　

高
田
機
工
は
、
正
確

か
つ
迅
速
な
作
業
に
向

け
て
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ

な
ど
の
技
術
を
用
い
て

仮
想
空
間
に
現
実
の
環

境
を
再
現
す
る
デ
ジ
タ

ル
ツ
イ
ン
を
駆
使
し

た
。
橋
桁
や
ジ
ャ
ッ
キ

に
設
置
し
た
セ
ン
サ
ー

で
た
わ
み
、
反
力
な
ど

を
計
測
し
て
ク
ラ
ウ
ド

に
集
約
し
、
そ
れ
を
リ

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
す
る
。

チ
ー
ム
を
つ
く
り
た
い
人
や
、

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
活
動
の
き
っ

か
け
を
つ
く
り
た
い
人
な
ど
、

誰
で
も
参
加
で
き
る
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
参
加
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
て
い
る
。

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
け
ん
せ

つ
小
町
部
会
長
の
細
川
珠
生
氏

が
「『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
』

に
お
け
る
け
ん
せ
つ
小
町
の
意

義
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
す
る
。

ま
た
、
３
つ
の
け
ん
せ
つ
小
町

チ
ー
ム
が
活
動
を
紹
介
。
さ
ら

に
、
参
加
者
の
質
疑
応
答
な
ど

で
交
流
を
深
め
る
ト
ー
ク
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
。
時
間

は
14
時
～
15
時
30
分
。

を
盛
り
込
ん
だ
包
括
連
携
協
定

の
締
結
式
を
２
日
に
石
巻
市
役

所
で
開
催
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、
雄
勝

町
の
復
旧
復
興
に
関
し
て
連
携

を
図
り
、
主
に
ま
ち
づ
く
り
や

伝
統
工
芸
品
に
つ
い
て
活
動
を

み
保
全
お
よ
び
ま
ち
づ
く
り

▽
地
場
産
業
の
持
続
的
発
展
お

よ
び
産
業
振
興
全
般
▽
防
災
・

減
災
対
策
▽
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普

及
・
啓
発
▽
そ
の
他
本
協
定
の

目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要

な
事
項
お
よ
び
調
査
研
究
―
に

関
す
る
こ
と
の
６
点
。

　

協
定
式
に
は
市
か
ら
齋
藤
正

美
市
長
、岡
浩
復
興
企
画
部
長
、

佐
藤
政
孝
雄
勝
総
合
支
所
次

長
、
大
学
側
か
ら
渡
邉
浩
文
学

長
、
佐
藤
亨
大
学
事
務
局
長
、

山
田
一
裕
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

長
が
出
席
し
た
。

　

協
定
書
に
署
名
を
終
え
た
齋

藤
市
長
は
「
本
市
の
さ
ら
な
る

活
性
化
、
相
互
の
発
展
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
地
域

経
済
の
立
て
直
し
に
関
し
て
も

一
層
の
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
期
待
を
込
め
た
。

　

続
け
て
渡
邉
学
長
は「
防
災
・

減
災
、
観
光
資
源
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
と
も
に
考
え
、

造
り
込
ん
で
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
語
っ
た
。

角
川
、
千
葉
県
の
一
宮
川
な
ど

で
指
定
に
向
け
た
手
続
き
を
進

め
て
い
る
。

　

新
た
な
広
報
・
普
及
活
動
は
、

関
係
省
庁
と
連
携
し
て
実
施
す

る
。
具
体
的
に
は
、
ポ
ス
タ
ー
・

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
作
成
、
サ
ポ
ー

ら
、
交
通
へ
の
影
響
を
最
小
限

と
す
る
た
め
に
迅
速
な
施
工
が

可
能
な
送
り
出
し
架
設
を
採
用

し
た
。
24
年
度
の
供
用
開
始
を

目
指
し
て
い
る
。

　

送
り
出
し
架
設
が
行
わ
れ
た

２
日
、
現
場
が
公
開
さ
れ
た
。

当
日
は
、
報
道
陣
や
東
北
整
備

局
の
若
手
職
員
の
ほ
か
、
多
く

の
一
般
市
民
も
作
業
を
見
守
る

な
ど
注
目
度
の
高
さ
が
う
か
が

え
た
。
作
業
が
始
ま
る
と
毎
分

１
㍍
の
ペ
ー
ス
で
冬
の
夜
空
に

鋼
橋
が
せ
り
出
し
は
じ
め
、
翌

３
日
の
早
朝
ま
で
に
約
１
０
０

タ
ー
制
度
や
、
評
価
制
度
の
創

設
な
ど
に
取
り
組
む
。

　

国
交
省
関
連
の
取
り
組
み
で

は
こ
の
ほ
か
、
多
目
的
ダ
ム
な

ど
の
治
水
機
能
強
化
と
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
・
地
域
振
興

を
一
体
的
に
行
う
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ＩＣＴ駆使し迅速・正確に架設
ド
ダ
ム
や
、
利
水
ダ
ム
の
事
前

放
流
な
ど
を
促
進
す
る
。

　

他
省
庁
で
は
農
林
水
産
省
が

水
田
に
雨
水
を
貯
留
す
る
「
田

ん
ぼ
ダ
ム
」
や
農
業
用
ダ
ム
の

事
前
放
流
に
向
け
た
施
設
改

修
、
文
部
科
学
省
が
学
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
活
用
し
た
貯
留
施

設
整
備
、
環
境
省
が
グ
リ
ー
ン

イ
ン
フ
ラ
を
活
用
し
た
治
水
機

能
向
上
の
支
援
な
ど
に
取
り
組

む
。

建

築

施

工

管

理

技

士

土

木

施

工

管

理

技

士

１
・
２
級

１
・
２
級

　

建
設
管
理
セ
ン
タ
ー
東
日
本
事

業
部
は
、
２
０
２
3
年
度
の
国
土

交
通
大
臣
資
格
で
あ
る
土
木
・
建

築
な
ど
各
施
工
管
理
技
士
の
資
格

取
得
に
向
け
た
合
格
対
策
講
座
を

東
北
各
会
場
で
開
催
す
る
。
前
回

1
月
の
講
座
締
め
切
り
後
も
多
数

の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
た
め
、
追

加
開
催
を
決
め
た
。

　

仙
台
会
場
は
、
2
月
21
日
（
火
）

か
ら
宮
城
自
治
労
会
館
で
開
催
す

る
。
す
で
に
申
し
込
み
を
受
け
付

け
て
お
り
、
合
格
責
任
指
導
体
制

の
た
め
各
講
座
と
も
定
員
は
50

人
。
定
員
制
に
つ
き
早
め
の
申
し

込
み
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

こ
こ
数
年
継
続
と
な
っ
て
い
る

建
設
業
従
事
者
の
世
代
交
代
、
な

ら
び
に
度
重
な
る
地
震
や
気
候
変

動
に
よ
る
自
然
災
害
な
ど
、
速
や

か
な
対
応
策
が
望
ま
れ
て
い
る
と

こ
ろ
。
そ
の
担
い
手
と
な
る
建
設

業
資
格
者
の
増
員
は
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
21
年
度
よ
り
施

行
さ
れ
た
建
設
業
法
に
お
い
て

は
、
施
工
管
理
技
士
２
級
合
格
者

の
１
級
第
一
次
検
定
の
実
務
経
験

が
不
要
と
な
る
な
ど
、
受
験
資
格

の
緩
和
策
が
実
行
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
同
セ

ン
タ
ー
で
は
日
ご
ろ
か
ら
第
一
線

で
働
き
、
時
間
的
に
も
余
裕
の
な

い
受
講
生
の
た
め
に
、
35
年
の
実

績
と
経
験
で
各
地
区
ご
と
に
専
任

講
師
が
直
接
指
導
を
行
う
。
応
用

力
が
求
め
ら
れ
る
実
地
内
容
を
加

味
し
た
新
制
度
の
試
験
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り

や
す
く
解
説
し
、
短
時
間
の
学
習

で
の
合
格
を
支
援
す
る
。

　

開
催
す
る
の
は
「
土
木
」
と
「
建

築
」
の
ほ
か
、「
電
気
工
事
」「
管

工
事
」「
造
園
」「
電
気
通
信
工
事
」

の
各
施
工
管
理
技
士
の
合
格
対
策

講
座
。
受
講
料
は
各
施
工
管
理
技

士
が
1
級
16
万
５
０
０
０
円
（
第

一
次
）、
2
級
15
万
４
０
０
０
円

（
第
一
次
・
二
次
）。
建
設
機
械
施

工
管
理
技
士
は
2
級
９
万
９
０
０

０
円
（
筆
記
）。

　

ま
た
、
給
水
装
置
工
事
主
任
技

術
者
は
12
万
１
０
０
０
円
（
管
工

事
施
工
管
理
技
士
取
得
者
９
万
９

０
０
０
円
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

同
講
座
は
、
公
的
助
成
金
に
も

適
用
。
問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み

先
は
建
設
管
理
セ
ン
タ
ー
東
日
本

事
業
部
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１

２
０
―
１
４
―
５
３
５
３
、
ま
た

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w

.

ecc

―jp.com

）
ま
で
。

講習会の様子

建設管理センター東日本事業部

合格対策講座を追加開催

ア
ル
タ
イ
ム
で
モ
ニ
タ
ー
に
表

示
す
る
こ
と
で
目
に
見
え
づ
ら

い
詳
細
な
状
態
を
把
握
。
事

前
に
作
成
し
た
Ｍ
Ｒ
の
施
工
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
同
時
に
再

生
し
、
差
異
が
無
い
か
も
監
視

し
た
。
ま
た
、
計
画
段
階
か
ら

Ｃ
Ｉ
Ｍ
や
Ｍ
Ｒ
技
術
を
活
用
し

詳
細
な
検
討
を
重
ね
た
。

　

こ
れ
ら
の
技
術
に
よ
り
、
熟

練
技
術
者
で
な
け
れ
ば
把
握
で

き
な
か
っ
た
従
来
の
２
次
元
図

面
に
よ
る
施
工
計
画
や
座
標
な

ど
の
複
雑
な
数
値
管
理
を
視
覚

化
。
結
果
と
し
て
生
産
性
向
上

や
合
意
形
成
、
新
人
教
育
の
容

易
化
が
図
ら
れ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
同
現
場
で
は
大
学
生

な
ど
を
対
象
と
し
た
最
新
技
術

を
体
験
で
き
る
見
学
会
も
開
催

し
て
お
り
、
Ｄ
Ｘ
活
用
を
Ｐ
Ｒ

す
る
と
と
も
に
将
来
の
担
い
手

確
保
に
も
寄
与
し
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
の
「
一
般
職
業

紹
介
状
況
」
に
よ
る
と
、
２
０

２
２
年
平
均
の
「
建
設
・
採
掘

の
職
業
」
の
有
効
求
人
倍
率

（
パ
ー
ト
タ
イ
ム
を
含
む
常
用
）

は
、
５
・
05
倍
と
な
り
、
前
年

比
で
０
・
09
㌽
上
昇
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
た
20
年
以
降

は
求
人
倍
率
が
降
下
し
て
い
た

が
、
３
年
ぶ
り
に
上
昇
に
転
じ

た
。「
建
築
・
土
木
・
測
量
技

術
者
」
も
０
・
28
㌽
上
昇
の
５
・

51
倍
と
な
り
、
18
年
と
同
等
の

水
準
と
な
っ
た
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
求
人
、

求
職
、
就
職
の
状
況
を
ま
と
め

た
。
22
年
は
飲
食
や
接
客
な
ど

コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
く
求
人
を
減

ら
し
て
い
た
職
業
を
含
め
、
幅

広
い
職
業
で
求
人
が
増
加
。
建

設
業
に
と
っ
て
は
、
他
産
業
と

の
間
で
求
人
競
争
が
激
化
し
た

形
に
な
る
。

　

「
建
設
・
採
掘
」
の
内
訳
を

見
る
と
、
有
効
求
人
倍
率
の
上

昇
幅
が
最
も
大
き
か
っ
た
の
は

型
枠
大
工
や
と
び
工
、
鉄
筋
工

な
ど
の「
建
設
躯
体
工
事
」。０
・

64
㌽
ア
ッ
プ
し
、
全
職
業
で
も

最
高
の
９
・
31
倍
と
な
っ
た
。

　

こ
の
他
、
大
工
や
屋
根
ふ
き

工
、
左
官
、
配
管
工
な
ど
躯
体

工
事
を
除
く
「
建
設
」
が
０
・

26
㌽
ア
ッ
プ
の
４
・
29
倍
、「
土

木
」
は
前
年
と
同
じ
５
・
79
倍
、

「
電
気
工
事
」
は
０
・
15
㌽
ダ

ウ
ン
の
３
・
24
倍
だ
っ
た
。

一夜で国内最大級の交差点に鋼橋一夜で国内最大級の交差点に鋼橋
仙台拡幅・箱堤交差点立体化東北整備局

２０２３

２月６日

月曜日

第１９００４号　　２０２３年（令和５年）２月６日（月曜日）　　日刊（土曜、日曜、祝日休刊）  （昭和 32 年１月 28 日第三種郵便物認可）　　　　　　　（12）
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